
 

 

 

校訓「敬・愛・信」 
学校行事を行うにあたって 
５月下旬から、修学旅行（６・９年生）、わくわくオーケストラ（７年生）、自然学校（５年

生）、トライやる・ウィーク（８年生）と学校行事が続いています。充実した学びになるとと

もに楽しい思い出にさせたいです。学校行事では、日常の学校生活と違う子どもたち

の様子を見ることができます。そのような子どもたちを評価、支援することで、行事をと

おして、子どもたちの力を伸ばしたり、クラスの団結力を高めたりしたいと考えています。 

修学旅行の結団式で次のことを話しました。 

①家族と旅行すること、友だちと旅行することも楽しいです。クラスメイトと旅行すること

は、数少ない機会です。修学旅行でしか経験できない違った楽しみがあり、思い出に

残ります。みんなで最高の修学旅行を創り上げましょう。 

②旅行に行くにあたって、ご家族や旅行会社、先生方にお世話になっています。感謝の

気持ちを忘れないようにしましょう。 

 

後期課程修学旅行 
５月２８日(水)ご家族や先生に見送られ、９年生が全

員そろって八鹿駅を出発しました。播但線沿線は、山々

と田園の美しい景色が広がっていました。しばらくは但

馬の自然ともお別れです。姫路に近づくと、車窓からの

姫路城が見え、気持ちが高まってきました。姫路駅に到

着。「ここは但馬」と見間違えるほど新幹線ホームは但

馬の学校の修学旅行生でいっぱいでした。新幹線の車

内では、カードゲームとおやつタイムで楽しい時を過ご

し、朝が早かったので、早めのお弁当にしました。お家の

方の手紙を読んで、お腹も心も満たされました。車窓か

らの富士山を期待したのですが、残念ながら、山頂は雲

がかかっており、見ることができませんでした。そのかわ

りと言ってはなんですが、新横浜駅を出発直後、ドクターイエローとすれ違いました。 

東京駅に到着し、美しい煉瓦造りの駅舎をバックに記念撮影。東京駅の規模に圧倒

され、東京が交通の中心地であることを実感しました。最初の見学地はインターメディ

アテクでした。ここは、東京大学総合研究博物館で、骨格標本や昔の医療器具などが
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展示されています。国会議事堂までは ICOCAを使って

東京の地下鉄に乗車しました。今回の行程では、何度

か電車に乗り、満員電車も経験しました。国会議事堂に

到着。ふかふかの赤じゅうたんの上を歩いて、参議院議

場、御休所などを見学しました。政治の中心地の後は、

東京が情報の中心であることを感じられる場所へ。日テ

レタワー（テレビ局）周辺を散策しました。宮崎駿デザインの大時計での記念写真。ゆ

りかもめに乗って、レインボーブリッジやフジテレビなど、テレビで観た光景を実際に見

ることができ、目を輝かせていました。夜は四季劇場でライオンキングを観劇しました。

ストーリー展開、歌声、動物や自然の情景を表現するパフォーマンス、舞台転換の巧さ

など総合芸術に魅了されていました。東京は文化の中心でもあります。 

二日目です。朝食は、眺望のいい２１階（ホテル最上階）の貸切フロアで、高層ビル

群を間近に感じながら摂りました。午前中は、班別行動です。皇居、お台場、葛西臨海

公園など、子どもたちが決めた見学地をまわりました。午後からは待ちに待ったディズ

ニーランドです。雨が心配されましたが、降られることなく、アトラクションやパレード、シ

ョッピングなど夢の時間を過ごしました。最後は花火を見てパークを後にしました。子ど

もたちの一番人気はスプラッシュマウンテンでした。 

三日目です。肌寒く、降ったり止んだりの小雨模様でした。昨夜までの疲れもあるの

で、朝食は各部屋で摂り、朝の時間を余裕もって過ごしました。最終日はバス移動。車

窓から上野駅やアメヤ横丁、秋葉原を見ながら、湯島天満宮、東京スカイツリーに向か

いました。湯島天満宮では、希望進路の実現を祈願し、生徒代表が絵馬を奉納しまし

た。東京スカイツリーに到着。高速エレベーターで展望デッキへ。残念ながら雲に覆わ

れて、遠くまでは見渡せませんでしたが、時おり、眼下に街並みが見え、地上 350mの

高さを実感しました。そして、最後の見学地である浅草へ。雷門の前で写真を撮って、

仲見世や浅草寺を散策しました。浅草をはじめ都内各所での外国人の多さに、国際都

市東京を感じました。日本の中心、首都東京を体感した三日間になりました。 

 

修学旅行を終えて 
前期課程の広島、後期課程の東京・千葉ともに共通していたことの一つに、外国人

観光客が多かったことがあります。今や、街中の案内は、外国語表記が当たり前になっ

ています。日本を訪れる外国人が驚くのは、ゴミが落ちていないこと、公衆トイレが清潔

であることのようです。こういった日本の良さは、次世代に引き継ぎ、これからも大切に

していきたいものです。そのためには、子どもの頃からの指導や啓発が大切です。本校

では、全力清掃に取り組んでおり、トイレも清掃が行き届いています。学校だけでなく、

地域ぐるみの活動も欠かせません。６月１日は、「クリーン但馬１０万人大作戦」の日で

した。参加した子どもたちもいたことでしょう。 


